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第1187回例会 11月 22日（水） 

  ◎ クラブアッセンブリ－(５)地区大会 

担当：会長、幹事 

 

第 1186回例会 11月 15日（水） 

◎ 100万＄ 

◎ 卓 話  

担当：岡田(一)会員、松野会員 

 

点 鐘 

 ロータリーソング「それでこそロータリー」 

 

≪小森 保敏 会長≫ 
一言ご挨拶申し上げます。本日は、岡田（一）、松野両

会員の担当で卓話です、よろしくお願いいたします。 
 ところで、本日は、鶏の卵についてお話したいと思

います。鶏卵は卵白に含まれているリゾチームという

酸素に、細菌の増殖を防ぐ働きがあるほか、卵黄は卵

黄膜というバリアで守られている。賞味期限を過ぎた

り、ひびが入ったりした鶏卵でも一定期限内は加熱調

理すれば安心して食べられる。サルモネラ菌は熱に弱

く、加熱すれば死滅するからである。調理は中心部の

温度を１分間以上、７０度以上にすることが目安とな

る。 
 購入した鶏卵は、すぐに冷蔵庫に入れ、１０度以下

で保存するとよい。パック詰め鶏卵はＧＰセンターと

呼ばれる施設で洗浄および殺菌消毒され、包装までほ

とんど人の手に触れず衛生管理されている。家庭での

保存は容器から出さないで、ドアポケットより棚の奥

にしまうほうがよい。ドア開閉時の温度差や衝撃を受

けにくいため、鮮度を保ちやすいからである。 
 さらに、鶏卵は丸い方を上にして保存するとよい。

丸い方には「気質」という空気の入った部分があるた

め、卵の内部での黄身の位置が安定して、保存性が増

すからである。とがっている方が卵の殻が厚いために、

割れにくくなる効果があるという話をもちまして、挨

拶といたします。お帰りになりましたら、若干でも奥

様にお伝え頂ければ幸いに存じます。ありがとうござ

いました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ≪出席委員会≫ 

本日のホームクラブ   30／35    85. 71% 

◇ 本日のホームクラブ  欠席者5名 
 若山和正君・山口八郎君・北川忠雄君・国井省二君 

笠井琢哉君 

 

 

◇ 親睦交流委員会 ≪松野 秀計 委員長≫ 

 １２月１６日（土）にクリスマス家族例会を行いま

す。いつもは、都ホテルで行いますが今回は、雰囲気

を変えまして薔薇舘にて行います。会費ですが今回は、

コース料理ですので金額が細かくなっております。参

加の際は、お子様の場合年齢を必ず書いて頂いて申し

込み下さいます様、宜しくお願い致します。以上です。 

   

◇ 社会奉仕委員会 ≪岡田 一二三 委員長≫ 

 １２月４日（月）、美谷学園の散発奉仕協力の御願
いで御座います。８～９名程、サムソンのスタッフの

方に来て頂き、午前９時からお昼頃まで散発奉仕をし

て戴きます。私達も伺いますが会員の皆様でお時間の

ある方がいらっしゃいましたら是非参加して戴きたい

と思います。宜しくお願い致します。以上で御座いま

す。 
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□例 会 毎週水曜日 □題 字 小森 保敏 

□会 場 岐阜都ホテル 岐阜市長良福光桃林 2695  

tel 295-5222㈹ 

□事務所 岐阜商工会議所（岐阜市神田町 2）tel 264-9235㈹ 

22000066‐‐22000077  
GGiiffuu  NNoorrtthh  RR..CC..  

□会 長 小森 保敏 

□副会長 岡田 忍 

□幹 事 永瀬 章 

□会報記念誌委員長 谷田 育子 

 

R.I.会長 ウィリアム・率先しよう 
№1186 
ボイド氏
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◇ ニコニコボックス ≪神谷 良子 委員≫ 

＊片桐順一郎君･･･１１月８日いい事がありました

＊永瀬章君･･･１７年前の本日入会させて戴きま

た。時の流れを感じております。今後とも、宜

く。 

＊部田拡君･･･今日も元気です。 

＊岡田一二三君･･･松野さん卓話宜しく。 

＊松野秀計君･･･本日卓話です。宜しくお願い致し

す。 

＊三島隆雄君･･･本日も宜しく。 

 

 

◇ 卓話『大陸横断世界旅行』パート２ 

               ≪松野 秀計 君

 昨年、大陸横断世界旅行の卓話をさせて戴きまし

今回は、パート２と言う事でその続きのお話をさせ

戴きます。１８年前の事で、丁度、永瀬さんがロー

リーに入られた頃、僕は、世界をプラプラしており

した。 
渡航国パート１は、中国、モンゴル（トランジット

ロシア（旧ソ連）、ウクライナ（旧ソ連）（トランジ

ト）、ハンガリー、チェコ（旧チェコスロバキア）、

ーストリア、イタリア、バチカンシティー、ギリシャ

セルビアモンテネグロ（旧ユーゴスラビア）です。

パート２は、ボスニアヘルツェゴビナ（旧ユーゴ

ラビア）、クロアチア（旧ユーゴスラビア）、スロベ

ア（旧ユーゴスラビア）、リヒテンシュタイン、スイス

ドイツ、オランダ、ベルギー、ルクセンブルグ、モ

コ、フランス、スペイン、ポルトガル、イギリス、

ロッコ、トルコ、イラン、シリア、エジプトと計当

２６カ国、現在の３０カ国をまわってまいりました

 それでは前回の続きからの話をさせて頂きます。

４７日目；ユーゴスラビアのザグレブから夜行列車

乗り、オーストリアを通り抜け、朝早く、リヒテン

ュタインに到着した。リヒテンシュタインはスイス

オーストリアに囲まれた面積１６０ｋ㎡、小豆島と

ぼ同じで人口３万人程の小さな国である。まるでア

メの「アルプスの少女ハイジ」そのもので、街全体が

かわいらしい雰囲気をかもし出している。 
 西ヨーロッパの国々では、中国やソ連のように国

での入国審査がなく、電車で移動中に、知らないう

に、その国に入ってしまっている。リヒテンシュタ

ンの入国スタンプは国の役所に行くと押してもらえ

らしく、早速役所へ行くことに。国の中枢機関なの

大きさは、岐阜市役所の十分の一もなく、びっくり

中に入ると日本人団体観光客がスタンプを貰うため

たくさんの人が並んでおり、興ざめしてしまった。

 丘の上にはシックなお城があり、街全体を見下ろ

ことが出来る。街じゃなく国全体だ。このお城やこ

国は、日本のアニメの巨匠、宮崎駿の代表作、ルパ

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公平
率先しよう R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
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３世「カリオストロの城」のモデルになったところで

あることを帰国後、知った。国の大半が山と草原のた

め、観光するところも無く、男ひとりでいてもむなし

くなるだけなので、午後の列車で隣の国、スイスのチ

ューリッヒに向かった。 
 ４８日目；スイスはとにかく物価が高い。僕のよう

な貧乏旅行者には大変きつい国だ。前日の夕食に食べ

たハンバーガーとピザとコーラでなんど１，６００円。

ユースホステルの宿泊費が１泊１，５００円。チュー

リッヒ湖のペダルボートも１時間６００円。とにかく

高い。以前、その国の物価の基準を測るにはマクドナ

ルドのハンバーガーを基準にすると良いと聞いていた

ので、昼食にマクドナルドに入ってみた。当時、日本

では２２０円のチーズバーガーが３５０円。ビックマ

ックはなんと６００円もする。一日の生活費を３，０

００円までと決めて旅行しているため、明日からは野

宿をしなければ・・・。幸いスイスは治安がよさそう

なので襲われる心配はなさそうだ。 

いろんな国を周って分かったのは、物価は、ヨーロ

ッパではスイスが一番高い。当時で日本の２２０円も

かなり高い。ハンバーガー１個で普通１２０～１５０

円で香港では８０円位でした。各国の物価基準を計る

には、マックの値段は、的を得ているなと感じました。 

４９日目；昨夜公園のベンチで野宿をし、寝袋で寝

ていたら、警官にたぶん注意された。言葉が分らず身

振り手振りで対応したが、お互いよくわからず、とに

かくここでは寝るなという雰囲気だったので、公園を

あとにした。深夜なのでいまからホテルを探すことも

できず、駅まで歩いて行く。駅のベンチを確保し寝る

ことにした。９月中旬なのにスイスの夜はものすごく

冷え込み持ってる服を全部着込んで寝ることに。早朝、

あまりの騒がしさに目を覚ますと、周りには通勤ラッ

シュで、人がたくさんいるではないか。時間を見ると

まだ朝の５時。スイスでは朝の始動が早い分、夜も早

い。８時には町中ひっそりしている。 
 今日は美術館に行くことに。美術館で日本人バック

パッカーと知り合った。彼は立命館大学の４年生で、

卒業旅行でヨーロッパを回っている。４日ぶりに日本

人と一緒になり、一緒に夕食を食べることにした。や

はりスイスといったらチーズフォンデュということで、

駅前の洒落たレストランに入ることに。レストランで

食事をするのはギリシャ以来だがら、１０日ぶりにな

る。メニューを見ても解らないので、チーズフォンデ

ュを連呼していたら、にっこり笑ってくれたので、理

解してもらえたようだ。言葉がわからない旅先での料

理の注文は、レストランに入り席に着くまでが勝負と

なる。まず、周りの見渡し、美味しそうな料理を食べ

ている人を探し、それと同じものを注文するのが間違

いがない！下手にメニューを見て注文すると、大体が

はずれを引くことが多いものである。 

か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 
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初めて食べるチーズフォンデュのお味は・・・・期

はずれ。所詮フランスパンを鍋に入ったとろけるチ

ズをつけて食べるだけなので、お腹が膨れる前に食

終わってしまった。考えてみたら金額を見ずに注文

ているので、いったいいくらなのか・・・。恐る恐

チェックをしてみたら、なんと、二人で５，０００

もした。これで今晩も野宿が確定した。 
 夜は、ロシアの頃から寝袋で寝る事に慣れており

したし、トイレも外でする事が多く大自然に馴染ん

これも中々いいものです。日本では体験出来ない感

でした。寝袋の足元に貴重品を入れ、リュックは、

で自分の身体に巻き付けて盗られないようにし、何

あっても直に動けない状態で寝ておりました。段ボ

ルがあるととても暖かく、即ち断熱効果があって軟

かく、又新聞紙を身体に巻くとより暖かい事が分か

まして、こう言う状態で寝ておりました。 

 ５１日目；朝早くドイツのケルンに着いた。ドイツ
１２カ国目となる。まだ６時なので銀行が開いてな

９時まで時間をつぶすことに。駅から外に出てみる

朝もやの中に巨大な建物がそびえたっている。これ

有名なケルンの大聖堂だ。 
 第２次世界大戦の時も。世界的な遺産ということ

一切空襲を受けていないらしい。大聖堂の塔の最先

まで昇れるということなので、行ってみると５００

以上のらせん階段が・・・・。昇ること１５分、最

段に着く頃には目が回ってしまった。 
 最上段からみるケルンの町の景色は絶景だ。街の

ん中にライン川が流れ、この大聖堂より高い建物は

くケルンの町が一望できる。ヨーロッパに来て、い

んな高い建物に登ったが、この大聖堂が一番高いの

はないだろうか。まだ、パリのエッフェル塔がある

で楽しみだ。 
 ５３日目；ハイデルベルグの駅から、フランクフ

トに住む北京の大学で一緒だったドイツ人留学生の

ハエルに電話をしてみた。ちょうど今日から友達と

ュッセンまで小旅行をするらしく、途中で拾っても

えることになった。ハイデルベルグの城へ行く橋の

もとに１２時の待ち合わせ。１２時ちょうどにワー

ンゴルフが目の前に止まった。さすがドイツ人。時

にはぴったりだ。ミハエルとは２ヶ月ぶりの再会。

京の留学仲間にドイツで再会できるなんて、感激だ

車に乗り込み一路、フュッセンに。小雨の降る中、

ウトバーンを１５０ｋｍのスピードでかっ飛ばす。

イツの給料の約４０が税金で取られる代わりに、高

料金は無料だし老後の心配は無いとのことだ。 
 １５０ｋｍで走っているにもかかわらず、その横

ポルシェやベンツがいとも簡単に抜かしていく。１

０ｋｍ～２００ｋｍは軽く出ているだろう。４時間

ど走りフュッセンの街に到着。小高い山の中腹に見

えのあるお城が建っている。ディズニーランドのシ

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公平
率先しよう R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
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デレラ城にそっくりだ！ノイシュバンシュタイン城と

いう長くて舌をかみそうな名前がついている。ここは

ロマンチック街道の最終地点だそうだ。お城に行って

みると、日本人観光客がわんさかあふれていた。その

観光客に紛れ込みお城を見学することに。いつもは、

観光地や美術館に行っても一人なので、ただ見るだけ

であったが、ガイドの説明を聞きながら見学すると、

時代背景や歴史等を説明してくれるのでとっても勉強

になる。次回からはこの手で行こう！ 
 ５８日目；昼前にオランダのアムステルダムに到着。

ケルンから降ってる雨が今日もまだ続いている。これ

で１週間ずっと雨続きだ。オランダというとチューリ

ップとひまわり、風車のイメージが強くとても綺麗な

町を想像していたが、まるで正反対だ。駅前の広場に

は怖そうな若者がたむろし、いたるところに犬の糞が

ころがっている。聞くところによると、オランダでは

マリファナが合法で、町のバーで普通に手に入るらし

い。 
 ユーゴスラビアで一緒だった同志社大学の人たちと

アムステルダムの駅前で、１５時に待ち合わせをして

いたので、行ってみると、２人とも駅前の広場に立っ

ていた。２週間ぶりの再会で盛り上がり、みんなで夜

の街に繰り出すことに。アムスには「飾り窓」という

男にとってはパラダイスな場所がある。赤いランプが

立ち並び、建物はショーウィンドーのようにガラス張

りになっている。中をのぞいてみると、・・・・・。黒

人ストリートや白人ストリート、デブ専用ストリート

まであった。 
 今考えると９月中旬にオランダに行っても時期外れ

で花が咲いているわけでもなし、街のど真ん中に風車

があるはずも無く、これが当たり前と言うことです。

ここの飾り窓は、３ブロック位の大きさでとても広い。

ナンバーワンストリートには、あふれんばかりの人が

いて百貨店のようなショーウィンドーの中に・・・と

これ以上は、書けませんので省略。 
 ６６日目；今日はミハエルの友人の結婚前パーティ

に連れて行ってもらう。ポルターアベント（騒がしい

夜）という地元では結婚前に必ずやるパーティらしい。

当人たちの家や近隣の家からいらなくなった皿や植木

鉢等ガラス以外の割れるものを集め、当人の家の周り

で、みんなが騒ぎ立てながら、集めた皿を割って割っ

て割りまくる。その割った物を新郎新婦が２人で片づ

けをする。要は、結婚前に割れるものは割ってしまい。

結婚後の２人はもう割れないよっという意味をこめた

パーティだ。それが終わると庭でパーティが始まり、

２０人くらいの友人が集まり、深夜まで飲めや踊れや

大騒ぎをして楽しんだ 
 
 
 

か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 
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７１日目；昼過ぎ、１週間も居候したミハエルの家

後にし、ミュンヘンに向かう。ドイツの各地ではこ

時期オクトーバーフェスティバル（ビール祭り）を

っている。一番大規模なのが、ミュンヘンのビール

りだそうだ。６時過ぎにミュンヘンに到着。駅はビ

ル祭りに来た人たちでごった返し人で人であふれか

っていた。今日は寝る場所を確保するため、まずは

ースへ行ってみる。やはりすべて満室で、この祭り

期間中（残り３日間）はミュンヘン中の宿泊施設は

べて満杯だそうだ。これで今日から３日間は野宿生

が確定した。 
 駅に戻ると同じ境遇の人がたくさんいて、駅での

宿スペースを確保するのにも大変そうだ。目の前を

本人バックパッカーが歩いていたので声をかけてみ

と、香港人だった。幸い中国語が出来るので、一緒

行動することに。ダンボールを拾ってきて、今晩の

泊スペースを確保し、二人でビール祭りにでかけた

会場には巨大な倉庫のようなテントが何棟も張られ

中には２～３００人の人が巨大なジョッキを片手に

ールを持ち、生バンドの演奏にあわせ、踊ったり、

ったり、陽気に騒いでいる。テントの外には移動式

園地や、大道芸、コンサート会場等々があり、まる

ディズニーランドのようだ。でも、普通のイベント

場とちょっと違うのは、この会場にいる殆どの人が

っ払っていることだ。会場に入りビールを飲んでい

と、隣のドイツ人が声をかけてきて、「お前は日本

か？今度やるときは、イタリアを抜きにやろうぜ！

っといって握手を求めてきた。きっと第二次世界大

のことをいているのだろう。 
今回の旅行記はここまで。続きは次回の卓話にて。

りがとう御座いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公平
率先しよう R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
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閉会の辞 ≪岡田 忍 副会長≫ 
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次回例会のご案内  11月２９日（水） 

 

・卓 話 

 

担当 長野会員、谷田会員 

担当／クラブ会報委員会 原尾 勝 

か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 


